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国内外の旅行マーケットとワーケーションのポテンシャル 

 

１．国内旅行マーケット 

「デジタル化」と「インバウンドの増加」は国内旅行のマーケットも大きく変化させた。   

 

 

２．インバウンドマーケット 

(1)近年の傾向 

 リピーターが増えると共に、地方への分散も増加傾向 

 モノ消費はひと段落、コト消費への需要が増 

 オーバーツーリズムが生じる地域も 

 

(2)コロナ禍における旅行意欲 

 インバウンドマーケットにも大きなポテンシャルがある。 

   

同調査において、「働き方を見直した（自由時間が増えた）」としたのも 8.2％存在する。 

【資料８】



３．ワーケーションへのフック 

滞在日数や目的地など、目的型旅行との親和性が高い。（アドベンチャートラベル、ゴルフ、スキー、

ダイビングなど）滞在型観光資源をどう提案するかがフックになる。 

          

 

目的型旅行はコロナ禍後も旅行者の戻りが早いと予測されている。 

      

 

４．ワーケーション誘致制度 

労働環境、施設などの整備と共に、外国人が自国の収入で長期間仕事ができる査証など、制度の整備

も検討が必要。（ノマドワーカーと呼ばれる人口がどの程度いるかの検証は必要）   
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